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論
文
要
旨
］

は
じ
め
に

❶
菊
細
工
の
内
容
・
植
木
屋
名
・
地
域
一
覧

❷
菊
細
工
番
付
か
ら
判
明
す
る
事
実

　
（
1
）天
保
十
五
年
霊
感
院
の
菊
細
工

　
（
2
）墨
刷
り
と
色
刷
り

　
（
3
）追
刻
さ
れ
た
菊
細
工
番
付「
菊
枝
折
ち
か
道
の
ば
ん
付
」

　
（
4
）弘
化
二
年『
藤
岡
屋
日
記
』に
登
場
す
る
番
付「
き
く
の
こ
と
ふ
き
」

　
（
5
）向
島
の
菊
細
工「
菊
の
寿
力
競
」「
向
島
菊
の
番
附
道
順
」

　
（
6
）組
み
物「
染
井
駒
込
巣
鴨
新
板
改
正
造
菊
番
附
」

　
（
7
）弘
化
三
年「
菊
の
お
だ
巻
」

　
（
8
）異
板「
き
く
の
番
附
」

❸
花
壇
か
ら
植
木
鉢
へ

　
（
1
）花
壇
植
え

　
（
2
）鉢
植

お
わ
り
に

平
野 

恵

菊
細
工
番
付
再
々
考
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本
研
究
は
、
既
出
論
文
「
菊
細
工
番
付
再
考
」（
二
〇
〇
四
年
発
表
）
に
続
く
論
文
で
あ
る
。
本

稿
で
は
、
新
し
く
判
明
し
た
資
料
を
元
に
、
新
知
見
を
加
え
た
。

菊
細
工
と
は
一
般
に
、
鶴
や
象
な
ど
の
鳥
獣
、
富
士
山
や
二
見
が
浦
な
ど
の
風
景
、
宝
舟
や
唐
子

な
ど
の
縁
起
物
、
汐
汲
や
暫
な
ど
の
物
語
を
、
小
さ
な
菊
で
形
作
っ
た
見
世
物
の
こ
と
を
い
う
。「
菊

の
作
り
物
」、「
作
り
菊
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、「
菊
人
形
」
の
前
身
に
あ
た
る
。
菊
細
工
は
、
は
じ

め
文
化
・
文
政
期
に
流
行
し
、
一
度
下
火
に
な
っ
た
。
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
と
翌
弘
化
二
年

（
一
八
四
五
）
に
爆
発
的
に
流
行
し
、幕
末
・
明
治
期
ま
で
存
続
し
た
。
本
研
究
で
は
こ
れ
ら
の
う
ち
、

天
保
十
五
年
か
ら
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
ま
で
を
対
象
と
し
た
。

今
回
の
検
討
に
よ
り
、以
下
の
二
点
が
判
明
し
た
。（
一
）菊
細
工
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
花
壇
か
ら
植
木
鉢
へ
と
過
渡
期
を
迎
え
て
い
る
菊
栽
培
の
様
相
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。（
二
）
同

じ
番
付
と
考
え
ら
れ
た
も
の
の
異
版
を
複
数
発
見
し
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】　

菊
細
工
、
番
付
、
植
木
屋
、
鉢
植
、
花
壇
植
え
、
出
版
文
化
、
園
芸
文
化




